
131

こんにちはJCで魂
II5h v◎1. 3川畑fJIW 6 H S 1 9 8 3

新しい青年期への旅だちとふれあいを求めてー
㈱神戸青年会議所新入会員受付中

あなたが今生きている空間をもっ
と広げるために、そしてあなたをま
っている輝かしい未来のために、胃i J j ：
年会議所の若い仲間と共に新たなる
飛蹄に挑戦してみようではありませ
んか。（社) 神戸青年会議所では、環
境も経験も違う同年代の仲間があな
たとの新しいふれあいを求めて待っ
ています。
厳しい8 0 年代の経済情勢の1 1 1 で、

今までの一定した人間関係をこえた
若い仲間と社会活動を行ない、その
巾から生れる自己の指導力の開発、
そして燃焼しつづけることから生ま
れる友情、それら青年会議所のロ標
の一つ一つが、きっとあなた自身を
すばらしく成長させることでしょう『
今年、（社)神戸青年会議所は2 5 周

年を迎えます。神戸をより明るく、
住みやすく、豊かな街にするため、
市民とともに一歩一歩確実な活動を
展開している2 5 才から4 0 才までの指
導者たちんとする青年の団体です。

我々は大いなる伝統を継承しなが
ら、吉年としての英知と勇気と傭熱
をもって社会の根神にかかわる大き
な問題に取りくんできました。そし
て現在、自負と責征感をもって社会
で活銀される神戸J ＣＯＢの数は4 0 0
狗余鵜となっています。
（社) 神戸青年会議所は今、新入会

員の募集をしています。2 7 0 余f ' i の
青年たちが､ あなたとの新しいふれ
あいを求めて待っています。新しい
青年らしさへの旅だちにチャレンジ
してみようではありませんか。
この機会に経済団体でもあり、市

民団体でもある( 社) 神戸青年会談所
に是非入会され、私達と共に活動さ
れることを心よりおすすめします。

●1 9 8 3 年度新入会員募集期間
1983年２月15日㈹～1983年３月3111鮒

お問いあわせはTeLO78(251)0085
（社) 神戸青年会議所
会員拡大委員会まで

〆

Ｌ

報神戸青年会議所
編纂〃社団法人神戸腎年会醗所･ 会務室広報企画委員会

Ｓ６５１神戸市中央区浜辺皿５－１－１J
神戸商工別易センクーピル内
T E L （０７８）２５１－００８５（代）

( 雑灘海謡繍I 難）

嘩鶏鍵鵜
蕊

サン龍飾は港を見
下ろす北野町の間
台にある雌堂さ
んが神戸ＪＣを卒
業して1 2 年。現在
は真珠やダイヤな
どの卸売で多忙な
は、1 - 1 本ＪＣへ川毎日だ。ＪＣ時代では、1 - 1 本ＪＣへ川

向して東奔西走したときが‐辞' １象に
残っているそうだ。ｒあのときに、北
海道から九州までにわたって友人がで
きました｣ と1 6 年前を振り返る｢ Ｊ
Ｃに入って１瀞よかったのは多巣祁の
人と知り合えることですね」この時代
に培われた人脈が今も生きている｡ ､ 神
戸の真珠堆界は好況だが、「天狗にな
ってはいけない」と自らを戒める厳し
さも持っている「屋の業界の課題は
次代を担う人材を育てること。幸い皆
ぃ人が頑張っていますが、口分だけの
ことを考えると結局は行き詰まる｡ 常
に次の時代のことを考えないといけな
いですよ_ ｌと語る。阪神タイガースの
選手とも親交のあるファイトマンだ。

、
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１
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１

欝曇蕊鶴

;欝為:識綴騨繍蕊 態
話題のひろば

識“‘鋼

蕊 ＜Ⅱ＞

議１
｛

⑪
第
７
回
神
戸
文
学
賞
・
女
流
文
学
賞
表
彰
式

地
道
な
努
力
が

実
を
結
ぶ
受
賞

町,蕊

１
月
娼
日
（
火
）
夜
、
本
誌
主
催
の

第
７
回
神
戸
文
学
賞
・
神
戸
女
流
文
学

賞
の
表
彰
式
が
神
戸
風
月
堂
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
今
回
は
既
報
の
通
り
、
徳

留
節
さ
ん
（
京
都
市
、
調
歳
）
と
新
光

江
さ
ん
（
鳥
取
市
、
副
歳
）
が
受
賞
、

両
氏
に
表
彰
状
、
副
賞
訓
万
円
、
記
念

品
（
ス
イ
ス
時
計
）
、
花
束
が
贈
ら
れ

た
。
挨
拶
に
立
っ
た
両
氏
は
「
５
回
続

け
て
投
稿
、
今
回
で
諦
め
る
つ
も
り
で

意
地
で
書
い
た
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
運

が
よ
か
っ
た
」
（
徳
留
節
）
、
「
私
も
３

回
目
の
応
募
で
す
。
鳥
取
に
居
る
と
、

書
い
た
も
の
が
本
当
に
書
け
て
い
る
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
書
き
た
い
も
の
を
書
き
続
け
た
い
」

（
新
光
江
）
と
感
想
を
述
べ
た
。

こ
の
後
、
四
人
の
選
考
委
員
か
ら
、

「
す
ん
な
り
と
は
決
ま
ら
な
か
っ
た
が
、

２
人
の
作
品
の
底
に
流
れ
て
い
る
情
熱

や
可
能
性
を
信
じ
て
選
ん
だ
」
（
足
立

巻
一
）
、
「
徳
留
氏
は
現
在
の
難
解
な
ス

タ
イ
ル
か
ら
卒
業
し
て
、
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
小
説
を
書
い
て
欲
し
い
。
新
さ

ん
は
筋
立
て
に
無
理
が
あ
る
が
、
表
現

力
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
」
（
小
島
輝

正
）
、
「
文
学
は
地
道
に
努
力
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
と
今
回
痛
感
し
た
。
・
小
説

を
作
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
持
続
し
て

や
る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
思

う
」
（
森
川
達
也
）
、
「
よ
り
一
層
、
鮮

や
か
な
小
説
を
書
か
れ
ん
こ
と
を
」

（
島
京
子
）
と
寸
評
が
あ
り
、
盛
ん
な

拍
手
の
後
、
新
年
会
に
移
っ
た
。

湾
鵠

1１
右上／文学寅の徳留節さん。中上／女流文学賞の新光江さん。左上／足立巻一さんが会場に選考経過を説明し、二人を激励。
右下／新年パーティを祝って全員で乾杯｡ 中下／関西歌劇団の下田美佐子さんのボーカル. 左下／関西二期の河内正樹さんの歌

判

灘箪。

澱 Ｋ鴬
嬢圭
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１３３
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新春圏欝親善 爵

鴬
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鰯・・剣一
百/蹴、懲藷l鶏

話題のひろば

、漢

鐘も＃

秤
識
然

晶
乱
嘩§

饗９

評
験 ＜Ｉ＞穂

》

℃

藩 到
驚
． ●

世
界
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
年
の

国
際
親
善
交
流

な
ご
や
か
に

写真左より／宮崎市長夫人を囲んで、右は陳舜臣夫妻を囲んで
真写下左は／ヴァレンタイン・モロゾフさんファミリーと新谷秀夫氏を囲んで、右は宮崎市長ご子息夫妻を囲んで

世
界
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
年
の
幕

開
け
を
告
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
交
歓
会
「
新
春
国
際

親
善
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
１
月
皿
日
、
中

央
区
の
相
楽
園
会
館
で
約
三
五
○
人
を

招
い
て
催
さ
れ
た
。
神
戸
市
主
催
の
同

会
は
毎
年
、
在
神
各
国
領
事
団
を
は
じ

め
、
外
国
企
業
・
諸
団
体
の
駐
在
員
と

神
戸
の
各
界
代
表
が
一
堂
に
会
し
て
新

春
を
寿
ぐ
、
国
際
都
市
・
神
戸
な
ら
で

は
の
年
中
行
事
だ
。

午
後
６
時
の
入
場
の
合
図
と
同
時

に
、
こ
の
日
は
健
康
上
の
理
由
か
ら
欠

席
し
た
宮
崎
辰
雄
市
長
に
替
わ
っ
て
市

長
夫
人
と
市
三
助
役
が
会
場
入
口
に
立

ち
、
招
待
客
一
人
ひ
と
り
と
握
手
を
交

わ
し
な
が
ら
迎
え
入
れ
た
。
通
常
の
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ら
続
い
て
冗
長
な
ア
イ
サ

ッ
が
始
ま
る
も
の
だ
が
、
同
会
は
そ
う

し
た
形
式
的
セ
レ
モ
ニ
ー
を
い
っ
さ
い

排
し
た
フ
ラ
ン
ク
さ
が
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。他

に
坂
井
時
忠
知
事
夫
妻
、
陳
舜
臣

夫
妻
、
新
谷
秀
夫
、
蕊
紀
夫
妻
、
西
村

功
、
内
藤
国
雄
、
貝
原
六
一
、
寺
本
混

Ｆ
・
キ
ヤ
ン
パ
、
不
ラ
、
Ｖ
・
モ
ロ
ゾ
フ

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
Ｈ
・
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー

ブ
、
服
部
正
、
田
嶋
克
己
、
難
波
還
、

藤
本
ハ
ル
ミ
、
今
岡
碩
子
、
花
柳
芳
恵

一
子
、
柳
本
薫
、
中
島
嘉
子
さ
ん
ら
の

顔
も
見
え
、
パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
始
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
。
サ
リ
ー
や
チ

マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
、
和
服
な
ど
民
族
衣
装

も
交
っ
た
国
際
的
な
集
い
だ
っ
た
。

鴬

至嬢懇各景鍔調謹蝿識誰瞳
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医
療
、
健
康
、

⑥
そ
の
他
関
連
す
る
事
業
。

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
抜
粋
）

事
務
所
を
訪
れ
る
と
、
部
屋
の

福
祉
関
係
の
内
外
の
文
献
や
フ
ァ

イ
ル
、
資
料
な
ど
で
ぎ
っ
し
り
と

埋
っ
て
い
る
。

事
務
局
長
の
水
間
典
昭
さ
ん

（
妬
）
は
、
以
前
は
毎
日
新
聞
の
記

者
だ
っ
た
が
、
夫
人
の
春
木
幸
子

さ
ん
が
ス
モ
ン
の
被
害
者
で
あ
り

記
者
生
活
を
辞
め
て
こ
の
仕
事
に

新
開
地
の
太
陽
神
戸
銀
行
兵
庫
支
店
の
南
側
、
サ
ン
ハ
イ
ッ
み

な
と
の
一
階
に
「
薬
害
・
医
療
被
害
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
民

間
の
組
織
が
あ
る
。

こ
れ
は
兵
庫
県
ス
モ
ン
の
会
の
被
害
者
た
ち
の
出
資
金
に
よ
り

一
九
七
九
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
非
営
利
団
体
で
、
薬
害
や
医
療

被
害
の
原
因
を
さ
ぐ
り
、
そ
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
次
の
よ

う
な
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

山
薬
害
。
医
療
被
害
に
関
す
る
情
報
の
収
集
。

②
薬
害
・
医
療
被
害
の
運
動
に
関
す
る
情
報
の
収
集
。

③
市
民
を
対
象
に
し
た
薬
害
・
医
療
被
害
等
に
関
す
る
学
習
会
の

開
催
。

四
薬
害
・
医
療
被
害
に
関
す
る
情
報
誌
の
刊
行
。

⑤
薬
害
・
医
療
被
害
者
の
相
談
受
付
。

部
屋
の
中
は
く
す
り
、

。
こ
の
よ
う
な
薬
害
は
今
日
で
も

な
お
発
生
し
つ
づ
け
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
形
で
起
り
う
る
か
も
し
れ

な
い
危
険
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

る
と
い
っ
て
も
よ
い
。

「
薬
に
よ
る
被
害
は
、
こ
れ
か

ら
は
ス
モ
ン
の
よ
う
に
集
団
的
に

発
生
す
る
よ
り
も
、
個
別
的
な
被

打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
で
一
番
多
い
の
は
市
民
か
ら
の
薬
に
つ

い
て
の
調
査
依
頼
で
あ
る
と
の
こ
と
。
た
と
え
ば
、
「
今
、
飲
ん

で
い
る
薬
の
副
作
用
や
効
果
を
調
べ
て
ほ
し
い
」
と
か
「
こ
の
薬

を
飲
み
つ
づ
け
て
も
心
配
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
が
多
い
。
相
談
を
受
け
る
と
、
文
献
を
調
べ
た
り
、
協
力
医

師
に
問
い
合
わ
せ
て
返
事
を
す
る
。
相
談
は
無
料
。
日
本
の
医
薬

品
産
業
は
一
九
六
○
年
に
国
民
皆
保
険
制
度
が
で
き
て
か
ら
急
速

な
成
長
を
と
げ
て
き
た
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
薬
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま

な
事
故
も
起
っ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
サ
リ
ド
マ
イ
ド
に
よ

る
障
害
児
の
出
産
、
ア
ン
プ
ル
入
り
か
ぜ
薬
の
シ
ョ
ッ
ク
死
、
ク

ロ
ロ
キ
ン
の
視
力
障
害
、
ク
ロ
ラ
ム
フ
ェ
ニ
コ
ー
ル
に
よ
る
再
生

不
良
性
貧
血
症
、
そ
し
て
キ
ノ
ホ
ル
ム
に
よ
る
ス
モ
ン
。
特
に
ス

モ
ン
の
場
合
は
日
本
だ
け
で
被
害
者
の
数
は
三
万
人
に
も
の
ぼ
る

と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
は
日
本
の
医
一
源
社
会
の
中
で
つ
く
り
出
さ
れ

た
人
災
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
薬
害
は
今
日
で
も

新開地のサンハイツみなとにある
センターの事務所

１
１３４
１

橋
本
明
八
社
団
法
人
「
家
庭
養
謹
促
進
協
会
箪
務
局
長
Ｖ

く
す
り
の
相
談
引
き
う
け
ま
す

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
続
け
る

薬
害
・
医
療
被
害
情
報
セ
ン
タ
ー

●
神
戸
を
福
祉
の
町
に
市
〉
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薬
も
多
い
。
テ
レ
ビ

ざ
ま
な
要
因

合
汚
染
に
よ

に
な
つ
て
き

訴
え
た
り
も

合
福
祉
セ
ン

一
教
授
（
生

驚
い
た
こ

る
薬
が
、
何

た
ち
の
健
康

こ
と
で
あ
る

考
え
方
に
は

換
や
海
外
の

ど
に
関
す
る

薬
に
関
す
る

や
官
公
庁
に

部
は
オ
ラ
ン

て
い
か
ね
ば

間
さ
ん
は
指

も
薬
の
使
用

は
年
々
増
え

く
て
も
す
む

市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
き
、
く
す
り
と
健
康
の
問
題
に
つ
い
て
広

め
に
不
必
要

い
る
。
も
つ

く
市
民
に
よ
び
か
け
、
学
習
す
る
機
会
を
も
っ
て
き
て
い
る
が
、

り
こ
も
う
と

う
に
と
呼
び
か
け
た
り
、
日
本
以
外
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
イ

と
く
に
身
近
な
「
か
ぜ
」
に
つ
い
て
抗
生
物
質
を
乱
用
し
な
い
よ

ほ
か
。

の
．ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
を
や
め
る
よ
う
に
行
政
に

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
に
「
健
康
と
く
す
り
を
考
え
る

マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
で
薬
を
売

医
者
は
利
益
を
あ
げ
る
た

何
と
開
発
途
上
国
な
ど
に
輸
出
さ
れ
、

摘
す
る
。

と
に
は
、

害
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ

の
原
因
も
単
一
で
は
な
く
、
さ
ま

他
の
国
々
の
人

を
そ
こ
な
う
よ
う
な
こ
と
が
平
然
と
行
わ
れ
て
い
る

。
「
日
本
国
内
だ
け
安
全
で
あ
れ
ば
い
い
、
と
い
う

反
対
」
と
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
海
外
と
の
情
報
交

動
き
に
も
目
を
向
け
て
い
く
た
め
、
海
外
の
薬
害
な

雑
誌
を
定
期
的
に
送
っ
て
も
ら
う
と
共
に
、
日
本
の

情
報
を
英
文
で
年
四
回
海
外
の
約
六
○
カ
所
の
団
体

無
料
で
送
っ
て
お
り
、
ま
た
国
際
消
費
者
機
構
（
本

ダ
の
ハ
ー
グ
）
の
通
信
会
員
に
も
な
っ
て
い
る
。

す
る
の
は
も
っ
て
の

し
て
き
た
。
こ
の
三
月
十
九
日
（
土
）
に
は
神
戸
市
総

夕
１
５
階
で
午
後
一
時
半
か
ら
同
志
社
大
学
の
西
岡

化
学
）
を
招
き
、
「
ガ
ン
予
防
は
食
生
活
の
み
な
お

に
つ
い
て
は
反
省
し

な
り
ま
せ
ん
」
と
水

に
薬
を
与
え
す
ぎ
て

と
も
、
消
費
者
の
方

ま
す
。
薬
の
生
産
量

て
い
る
が
、
使
わ
な

の
ま
ざ
り
あ
っ
た
複

っ
て
発
生
す
る
よ
う

先
進
国
で
発
売
や
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い

〒
唖
神
戸
市
兵
庫
区
湊
町
四
’
一
’
八
。
サ
ン
ハ
イ
ッ
み
な
と
一
階
。
薬
害
・
医
擦

傭
報
セ
ン
タ
ー
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
五
七
七
’
二
○
六
四
五
七
六
’
四
九
二
八
月
ｌ
金
／

午
前
加
時
１
午
後
４
時
。
土
、
日
、
祝
日
は
休
み
。

噸
：
…
＃ 繍蕊

障
害
児
出
生
数
、
死
産
児
中
の
先
天
異
常
児
の
割
合
、
無
脳
症
出

生
率
な
ど
が
同
じ
カ
ー
ブ
を
描
い
て
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
く
。
人
間
が
こ
ん
な
に
も
多
く
の
化
学
物
質
を
体
内
に

と
り
こ
み
は
じ
め
た
の
は
こ
の
二
、
三
十
年
間
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
後
世
代
の
人
間
に
ど
ん
な
影
響
が
現

わ
れ
て
く
る
の
か
は
予
測
が
つ
か
な
い
。

「
で
き
る
だ
け
薬
は
使
わ
な
い
で
、
食
生
活
や
、
運
動
な
ど
の

日
常
の
生
活
を
通
し
、
病
気
を
予
防
し
て
い
く
の
が
第
一
・
こ
の

セ
ン
タ
ー
は
専
門
と
治
療
の
中
間
に
立
っ
て
よ
り
広
い
世
界
的
な

視
野
で
予
防
医
学
の
大
切
さ
を
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
」
と

水
間
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。
神
戸
に
こ
ん
な
活
動
を
続
け
て
い
る

民
間
の
組
織
が
存
在
す
る
の
は
大
変
嬉
し
い
し
、
ま
た
心
強
い
こ

と
で
も
あ
る
。

薬
に
つ
い
て
の
相
談
や
、
賛
助
会
員
（
会
費
は
年
間
二
○
○
○

円
）
と
し
て
協
力
で
き
る
方
は
左
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

窪
し
か
ら
Ｉ
身
の
ま
わ
り
の
発
ガ

癖
幽
ン
物
質
を
追
放
し
よ
う
」
と
い
う

雌
鉦
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
開
く
予
定
。

永
爾
ま
た
四
月
六
日
’
九
日
に
は
「
健

産
紬
康
・
安
全
と
消
費
者
」
を
テ
ー
マ

レ
麺
に
日
本
で
は
初
め
て
の
国
際
消
費

距
麺
者
機
構
の
セ
ミ
ナ
ー
が
埼
玉
県
の

水
モ撮嬉

国
立
婦
人
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ

毒
蔀
る
。

割
春
昭
和
一
一
一
十
年
頃
か
ら
日
本
が
高

征
し
度
経
済
成
長
を
と
げ
は
じ
め
、
医

醒
癖
薬
品
、
農
薬
、
合
成
洗
剤
、
食
品

群
癖
添
加
物
な
ど
が
大
量
に
生
産
さ
れ

』
職
る
ょ
ぅ
に
な
る
と
、
そ
の
生
産
量

に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
先
天
性
四
肢

旭
中
の
先
天
異
常
児
の
割
合
、
無
脳
症
出

’
1３５
１
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★
松
竹
座
の
閉
館
と

寄
席
復
活
へ
の
願
い

昭
和
別
年
９
月
。
神
戸
だ
け

で
な
く
阪
神
間
の
大
衆
演
芸
の

拠
点
と
し
て
栄
華
を
誇
っ
た
松

竹
座
が
館
を
閉
じ
た
。
昭
和
４

年
に
オ
ー
プ
ン
以
来
、
楽
楽
館

（
大
正
２
年
開
館
）
、
松
竹
劇
場

（
昭
和
３
年
開
館
）
な
ど
と
と

も
に
娯
楽
の
殿
堂
と
し
て
庶
民

に
親
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
き
た
卵

余
年
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
新
開
地
の

〃
地
盤
沈
下
″
を
象
徴
す
る
具

体
例
と
も
い
え
よ
う
。

新
開
地
フ
ァ
ン
や
、
身
近
な

楽
し
み
を
失
っ
た
地
元
の
兵
庫

区
民
の
間
に
、
新
開
地
復
権
の

願
い
と
と
も
に
、
寄
席
の
復
活

を
望
む
声
が
次
第
に
高
く
な
り

や
が
て
「
神
戸
ま
つ
り
兵
庫
協

賛
会
」
（
小
林
武
雄
会
長
）
が
中

心
と
な
っ
て
、
兵
庫
区
民
寄
席

が
誕
生
、
今
年
の
３
月
で
５
周

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

☆
区
民
寄
席
継
続
へ
の
努
力

昭
和
弱
年
３
月
。
第
１
回
区

５周年を迎える兵庫区民寄席（5 8 . 1 . 1 4 撮影）

兵りな☆しがｌでかが定わたＩこが
庫越苦さ民着迎５て毎２はみつフらにア４
区え境ま害しえ周い回０１、ちァずもツ０
民てをざ席た、年る参０５現りン、かう。０
寄、乗ま区定を。加名 O 在つを固かし円

蝋

福原余吐鞭宮西入ル壷5 7 5 - 7 9 1 3
平日・ＲＭＳ～P M 1 0 ：３０
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水曜日定休日 察震漬

●
兵
庫
界
隈
記
（
鯛
）

お
鈴
寄
り
勉
ら
ヤ
ン
グ
ま
で

五
周
毒
撞
迦
』
虎
ろ

盛
庫
区
民
藷
席

民
寄
席
が
兵
庫
公
会
堂
（
兵
庫

区
役
所
地
階
）
で
開
か
れ
た
。

メ
ン
バ
ー
は
上
方
落
語
界
の
大

御
所
・
笑
福
亭
松
鶴
ら
五
人
と

い
う
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で
、
順
調

な
す
べ
り
出
し
と
み
え
た
。
当

初
は
年
皿
回
（
１
月
ｌ
如
月
ま

で
毎
月
１
回
）
の
開
催
で
、
入

本社･ 工堤兵庫区下沢通7 丁目１番2 号
ＴＥＬ(078)５７７－３５８１

直売店三宮支店、そごう店、垂水駅
ショッピングセンター、神戸デパート店
大丸新長田店くジョイプラザ〉

ザ騨拶瀞竜
噌騨鰯

塁庫匿震寄溌

：§繊繍趨
交

といち

お好み焼Ｗ
･ ¥

簿JMJ霧I工

場
料
も
２
０
０
円
と
驚
く
ほ
ど

の
低
料
金
だ
っ
た
。
し
か
し
、

Ｐ
Ｒ
の
不
足
も
あ
っ
て
か
、
入

場
者
が
十
数
名
と
い
う
日
が
あ

っ
た
り
し
て
、
「
演
じ
る
人
に
申

し
訳
な
い
」
と
、
そ
の
存
続
が

あ
や
夢
ま
れ
た
時
期
も
あ
っ
た

よ
う
だ
。
色
々
と
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
開
催
回
数
を
減
ら
し

中
身
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
と

な
り
昭
和
田
年
か
ら
、
１
，
３

６
，
９
、
ｎ
月
の
年
５
回
の
開

催
と
な
っ
た
。
曜
日
及
び
時
間

帯
も
、
当
初
は
土
曜
日
の
午
後

２
時
開
演
で
あ
っ
た
も
の
を
、

第
２
金
曜
日
の
午
後
６
時
半
か

ら
と
変
更
し
た
。
そ
う
し
た
努

力
が
報
わ
れ
た
の
か
、
入
場
料

繕

＊ ｰ の

；錘』

８
０
７
９
０
和

郎
卵
花
幅
頑
３

８
３
２
０
３
０

５
２
２
１
１
６

７
３
３
４
９
７

５
３
３
３
３
福
５

壷
雨
念
垂
宕
ビ
店
査

２
ウ
タ
原

目
館
Ｆ
詫
社
剰

諏
麺
地
幹
Ｆ
会
ソ

騨
一
卿
疎

滝‘ﾙｊｃＡ６

香り一番味一番
サックリうまい

１
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一
☆
ひ
な
ま
つ
り
か
ま
ぼ
こ
を

一
知
っ
て
ま
す
か

》
ス
ー
パ
ー
・
食
料
品
店
な

一
ど
で
よ
く
見
か
け
る
カ
ラ
フ

ー
ル
な
か
ま
ぼ
こ
。
そ
の
仕
掛

一
人
が
、
か
ね
て
つ
食
品
だ
。

一
２
月
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

一
に
は
、
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
を
染

一
め
込
ん
だ
「
ラ
ブ
ポ
コ
」
を

一
こ
の
３
月
は
ひ
な
ま
つ
り
に

一
因
ん
で
「
ひ
な
ま
つ
り
セ
ツ

な
ど
の
若
手
、
桂
文
紅
、
月
亭

八
方
、
桂
春
蝶
、
桂
朝
丸
な
ど

の
中
堅
ク
ラ
ス
に
加
え
、
笑
福

亭
松
鶴
、
桂
春
団
治
、
桂
小
文

枝
な
ど
の
ベ
テ
ラ
ン
級
も
た
び

た
び
登
場
。
そ
の
芸
術
と
も
言

う
べ
き
巧
み
な
語
り
は
、
フ
ァ

ン
を
心
ゆ
く
ま
で
酔
わ
せ
て
き

た
。
入
場
者
は
や
は
り
年
配
の

人
が
多
い
が
、
華
や
か
な
り
し

区
民
寄
席
運
営
の
実
務
を
預

か
る
兵
庫
区
役
所
振
興
課
社
会

教
育
係
の
田
中
俊
輔
係
長
は
、

「
現
在
は
広
報
紙
と
希
望
者
へ

の
ハ
ガ
キ
に
よ
る
案
内
ぐ
ら
い

し
か
Ｐ
Ｒ
し
て
い
な
い
の
で
、

そ
の
方
法
も
検
討
し
、
も
っ
と

多
勢
の
人
に
こ
の
区
民
寄
席
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
参
考
に
し
て

魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
愛
さ
れ

る
区
民
寄
席
と
な
る
よ
う
努
力

し
た
い
」
と
意
欲
的
。
客
席
と

高
座
が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
こ
の

兵
庫
区
民
寄
席
を
盛
り
上
げ
、

神
戸
の
演
芸
発
祥
の
地
に
、
や

が
て
大
き
な
花
が
咲
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
も
の
だ
。

☆
開
催
日
１
．
３
．
６
．
９
．
，
月
の

第
２
金
曜
日
午
後
６
時
半
兵
庫
公
会
堂

な
ど
、
遊
び
の
要
素
を
ふ
ん
一

だ
ん
に
生
か
し
て
、
今
後
も
一

こ
の
種
の
商
品
を
続
け
て
い
》

き
た
い
と
の
方
針
。
一

●
か
ね
て
つ
食
品
／
本
社
竃
６
５
１
－

１
７
３
７
３

★
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
一

ワ
コ
ー
ル
、
ク
リ
ス
チ
ヤ
ー

ン
デ
ィ
オ
ー
ル
な
ど
世
界
の
一

一
流
メ
ー
カ
ー
の
下
着
専
門
一

店
、
タ
ビ
福
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
》

ヨ
ナ
ブ
ル
な
カ
ラ
ー
タ
イ
ッ
ー

を
加
名
様
に
。

希
望
者
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
塩
、
年
一

令
を
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お
申
一

し
込
み
く
だ
さ
い
。
〒
卸
神
戸
市
中
一

央
区
江
戸
町
Ⅷ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ー

ピ
ス
㈱
タ
ピ
福
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
３
月
一

即
日
到
着
分
ま
で
有
効
。

席
は
こ
の
３
月
で
如
回
目
を
数

え
、
め
で
た
く
５
周
年
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
笑
福
亭
仁
智
、
桂

雀
々
、
桂
ふ
く
枝
、
笑
福
亭
仁
福

ひょうご
カレンダー

ひなまつりセット

周L ・・ぞ。, ｡ n . 杓w 状Ａ割霧印､ ６

蕊

大村機Ｔ株式会社

出演中の桂小文枝

時
代
へ
の
、
ひ
と
と
き
の
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
を
楽
し
ん
で
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
最
近
で
は

ヤ
ン
グ
も
増
え
若
い
ア
ベ
ッ
ク

姿
も
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た

加
代
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
門
脇

昇
さ
ん
は
、
「
２
年
ほ
ど
前
か
ら

通
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
寄
席

が
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
。
早
く
知
っ
て
い
れ

ば
と
残
念
で
す
。
兵
庫
区
に
住

ん
で
い
る
の
で
近
い
こ
と
、
料

金
が
安
い
こ
と
、
そ
し
て
テ
レ

ビ
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
生
の
雰
囲
気
が
好
き
で
す
」

と
兵
庫
区
民
寄
席
の
魅
力
を
語

る
。
「
回
数
を
増
や
し
、
ず
っ
と

ず
っ
と
続
け
て
欲
し
い
」
と
願

っ
て
い
る
そ
う
だ
。

☆
も
っ
と
多
勢
の
人
の
参
加
を

ト
」
を
発
売
。
お
馴
染
み
の

て
っ
ち
ゃ
ん
が
、
お
ひ
な
様

に
変
身
し
て
の
こ
の
企
画
、

練
製
品
の
特
性
を
生
か
し
て

大
好
評
と
か
。
「
合
格
か
ま

ぽ
こ
」
や
、
子
供
の
日
む
け

の
「
こ
い
の
ぼ
り
か
ま
ぼ
こ
」

国本噌／神戸市兵脈区塚本通2 - 1 - 1
雷０７８（5 7 5 ）３１２０（代）

■エドヤインテリヤハウス／
神戸市兵庫区大開通2 - 1 - 2
画０７８（5 7 6 ）００５４（代）

蕊
蕊
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神戸市兵庫区水木通２丁目２－１０
TEL(078)577-3333㈹
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慶びの家具
明るい色と

まるやかな味
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☆
あ
の
マ
ル
セ
ル
ふ
た
た
び
／
、

京
都
で
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
展

２
月
記
日
（
土
）
’
３
月
”
日
（
日
）

月
曜
日
は
休
館
３
月
虹
日
（
祝
）
開
館

京
都
市
美
術
館
（
岡
崎
公
園
）

一
般
・
８
０
０
円
（
６
５
０
円
）
、
高
大

生
。
６
０
０
円
（
４
５
０
円
）
、
小
中
生

３
０
０
円
（
２
０
０
円
）
カ
ッ
コ
内
前
売

り
加
入
以
上
の
団
体
料
金

ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
は
世
紀
末
の

パ
リ
に
生
き
、
時
を
惜
し
む
よ

う
に
黙
々
と
描
き
続
け
て
詑
才

で
世
を
去
っ
た
。
傷
つ
い
た
人

々
を
好
ん
で
描
い
た
絵
は
愛
に

溢
れ
真
実
と
い
う
も
の
が
い
か

に
感
動
的
で
同
時
に
残
酷
な
も

．
．
※

☆
風
見
鶏
コ
ン
サ
ー
ト

豪
華
な
顔
ぶ
れ
が
続
々
と

フ
ラ
ン
ス
国
営
ラ
ジ
オ
・
ヌ

ロ
ッ
パ
で
活
躍
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
森
悠
子
が
久
々
に
帰
国

東
京
、
大
阪
、
神
戸
で
演
奏
会

を
開
く
。
伴
奏
の
オ
リ
ヴ
ィ
ェ

・
グ
レ
ー
プ
は
フ
ラ
ン
ス
の
若

手
音
楽
家
の
中
で
最
も
期
待
さ

れ
る
一
人
。
作
曲
家
並
び
に
ピ

ア
ニ
ス
ト
と
し
て
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
て
い
る

曲
目
／
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ソ
ナ
タ
Ｋ
３
８
７
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
・
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
Ｎ
Ｏ
２
、
ジ
ョ
ン
・
ケ

ー
ジ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の

為
の
６
つ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
フ
ラ
ン
ク
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ

お
問
合
せ
、
お
申
込
み
は
神
戸
市
役
所
市

民
文
化
課
雷
３
３
１
１
８
１
８
１
ま
で

鎚
日
（
土
）
７
時
大
阪
厚
生
年
金
会
館

中
ホ
ー
ル

瓢
日
（
木
）
７
時
草
月
ホ
ー
ル
（
東
京

③
東
敦
子
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
会

４
月
”
日
（
金
）
鋤
日
（
土
）
７
時

風
見
鶏
の
館
１
，
０
０
０
円

鶴識

森悠子

ブッシュマン

世
界
的
な
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
東
に
と
っ
て
の
楽
し
み
は
、
大
仕

郭
子
の
素
哨
ら
し
い
歌
が
北
野
掛
け
の
舞
台
装
置
と
凝
っ
た
衣

町
の
異
人
館
で
聴
け
る
。
世
界
装
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／

的
な
大
歌
手
が
こ
の
よ
う
な
サ
辻
村
ジ
ュ
サ
ブ
ロ
ー
、
装
置
／

ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
の
は
朝
倉
摂
）
。

異
例
の
こ
と
。
「
現
代
に
よ
み
が
え
っ
た
大
近

蝿
癖
搾
鈴
Ⅷ
雪
演
劇
群
》
岬
酔
母
挫
榊
謡
恥
霊
吋
称

☆
蛙
川
幸
雄
演
出
「
近
松
心
中
酔
噸
吟
惟
蝿
坪
銅
隆
噸
３
５
’
ま
で

総
瀧
議
ご
・
・

帝
劇
初
演
以
来
、
演
劇
界
に
☆
あ
の
マ
ル
セ
ル
ふ
た
た
び
／
、

お
い
て
最
大
の
話
題
を
呼
ん
だ
京
都
で
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
展

「
近
松
心
中
物
語
ｌ
そ
れ
は
繊
購
）
鋤
瑚
悪
津
続

恋
」
が
東
京
、
名
占
屋
に
次
い
京
都
市
美
術
館
（
岡
崎
公
園
）

で
遂
に
ゆ
か
り
の
大
阪
で
上
演
一
般
・
８
０
０
円
（
６
５
０
円
）
、
一
単

さ
れ
る
。
生
。
６
０
０
円
（
４
５
０
円
）
、
小
中
雄

’
3８
１

こ
の
作
品
は
昭
和
那
年
芸
術

祭
大
賞
を
受
賞
、
演
出
は
雄
川

幸
雄
、
出
演
は
平
紳
二
明
、
太

地
喜
和
子
、
菅
野
忠
彦
、
山
岡

久
乃
ら
初
演
以
来
の
顔
ぶ
れ
が

揃
う
。
劇
中
捜
入
歌
の
森
進
一

の
起
用
も
趣
向
だ
が
、
フ
ァ
ン 平幹二朗と太地喜和子

雲
｢マルセル」１８９４

環
：

☆
家
庭
養
護
促
進
協
会
加
周
年

記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
会

６
日
（
日
）
哩
時
半
開
場
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル
２
時
１
３
時
即
分
「
い
た
ず
ら
天

使
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」
３
時
半
１
５
時
加
分

「
プ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」
大
人
・
７
０
０
円

子
ど
も
・
５
０
０
円

家
庭
を
失
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
に
里
親
を
求
め
る
〃
愛
の
手

の
で
あ
る
か
を
訴
え
る
。

★
こ
の
美
術
展
に
愛
読
者
、
名
棟
を
ご
招

待
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
や
年
齢
、
職
業
を
明
記
し
て
神

戸
っ
子
編
集
室
「
ロ
ー
ト
レ
プ
ク
」
係
へ

運
動
″
を
続
け
て
い
る
家
庭
養

誰
促
進
協
会
が
加
周
年
を
迎
え

た
記
念
の
映
画
祭
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
西
ド
イ
ツ

合
作
の
「
い
た
ず
ら
天
使
ミ
ッ

シ
ェ
ル
」
と
心
暖
ま
る
感
動
と

明
る
い
ユ
ー
モ
ア
で
超
ヒ
ッ
ト

作
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
映
画

「
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」
の
２
本
を

上
映
す
る
。

お
問
合
せ
は
家
庭
錠
謹
促
進
協
会
鞭
務
局

宮
３
４
１
１
５
０
４
６
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亀
：

Ｉ
ル
ー
５
０
０
円
前
売
１
２
０
０
円

☆
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

演
奏
会

野
日
（
日
）
２
時
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
Ａ
・
５
０
０
０
円
Ｂ
・

４
０
０
０
画
暇
Ｃ
・
３
０
０
０
画
”

☆
高
石
と
も
や
と
ザ
・
ナ
タ
ー
シ
ャ
ー

セ
ブ
ン

卯
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
２
７
０
０
円
Ａ
・
２
５

０
０
画
旧
Ａ
・
２
２
０
０
画
脚

☆
第
釦
回
ル
ナ
名
画
鑑
賞
会

は
や
ら
ね

羽
田
澄
子
「
早
池
峰
の
賦
」

恥
日
（
土
）
①
１
時
半
②
６
時
芦
屋

ル
ナ
ホ
ー
ル
ー
５
０
０
円
（
前
売
１
２

０
０
円
）

岩
手
県
の
早
池
峰
山
麓
に
住

☆
デ
ュ
ケ
ノ
ア
ー
ド
ッ
バ
ー
ニ
ュ
に
よ

る
ピ
ア
ノ
二
重
奏
の
夕

妬
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
２
０
０
０
円

★
ト
ワ
イ
ラ
・
サ
ー
ブ
特
別
錨
習
会

遊
日
（
木
）
６
時
半
毎
日
新
聞
神
戸

支
局
２
Ｆ
３
０
０
０
円
よ
り

☆
第
犯
回
ひ
つ
じ
の
館
音
楽
会

テ
レ
マ
ン
室
内
管
弦
楽
団
首
席
に
よ

る
木
管
五
重
奏
・
春
の
セ
レ
ナ
ー
ド

四
日
（
土
）
３
時
神
戸
市
教
育
会
館

６
Ｆ
ホ
ー
ル
－
０
０
０
円

★
神
戸
浄
瑠
璃
協
会
初
会

幻
日
（
祝
）
ｍ
時
福
原
三
栄
会
館

無
料
入
場
者
粗
品
進
呈
問
い
合
せ

官
０
６
１
４
１
３
１
１
７
４
８

★
グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

型
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
４
０
０
０
円
Ａ
・
３
０
０
０
円

Ｂ
・
２
５
０
０
円

☆
風
見
調
コ
ン
サ
ー
ト

森
悠
子
バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

配
日
（
水
）
７
時
風
見
鶏
の
館

１
０
０
０
円

☆
神
戸
放
送
児
童
合
唱
団
第
型
回
定
期

演
奏
会

”
日
（
土
）
１
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

国
音

楽
早池峰の賦

まるに四々
まう移季の

くぎに
素ゆ過

む
人

朴
で
厳
し
い
操
し
を
、
端
正
な

キ
ャ
メ
ラ
で
捉
え
つ
つ
、
山
伏

神
楽
が
村
人
の
山
に
対
す
る
信

仰
心
と
と
も
に
、
今
も
生
き
つ

づ
け
て
い
る
姿
を
感
動
的
に
描

い
た
問
題
作
で
あ
る
。
上
映
時

間
３
時
間
６
分
、
日
本
初
の
長

編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る

製
作
／
工
藤
充
脚
本
・
監
督
／
羽
田
澄

子
エ
キ
プ
・
ド
・
シ
ネ
マ
提
供

お
問
合
せ
は
芦
屋
市
ル
ナ
ホ
ー
ル
協
会

鱈
０
７
９
７
１
３
１
１
４
９
９
５

☆
こ
の
映
煎
に
愛
読
者
ペ
ア
で
、
組
を
ご

招
待
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
し
て
神
戸
っ
子

編
集
室
「
早
池
峰
の
賦
」
係
ま
で
。

☆
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

８
日
（
火
）
２
時
６
時
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
ー
階
・
２
５
０
０
円
２

階
・
２
０
０
０
円
学
生
・
１
０
０
０
円

☆
ギ
ィ
・
フ
ォ
ワ
シ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
８
日
（
火
）
６
時
半
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア

タ
ー
２
３
０
０
円

☆
劇
団
民
芸
公
演
「
夢
二
・
大
正
さ
す

ら
い
人
」

９
日
（
水
）
加
日
（
木
）
ｎ
日
（
金
）

哩
日
（
土
）
６
時
巧
分
過
日
（
日
）

１
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

２
６
０
０
円

☆
新
制
作
座
公
演
「
頼
山
階
」

”
日
（
日
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
３
０
０
０
円
１
６
０
０
０
円

鶴
時代屋の女房

☆
新
人
情
喜
劇

松
竹
映
画
「
時
代
屋
の
女
房
」

第
訴
回
直
木
賞
に
輝
い
た
村

松
友
視
の
「
時
代
屋
の
女
房
」

を
映
画
化
。
脚
本
は
荒
井
晴
彦

長
尾
啓
司
、
森
崎
東
、
監
督
は

才
匠
・
森
崎
束
。

東
京
の
南
は
ず
れ
「
時
代
屋
」

と
い
う
古
道
具
屋
を
舞
台
に
そ

こ
に
集
ま
る
人
々
が
綾
な
す
人

間
模
様
を
細
や
か
な
タ
ッ
チ
で

描
い
た
人
情
喜
劇
の
傑
作
。

渡
瀬
恒
彦
、
夏
目
雅
子
、
津

川
雅
彦
、
中
山
貴
美
子
、
沖
田

環
：

★
チ
ャ
リ
テ
ィ
映
画
会
「
い
た
ず
ら
天

使
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」
「
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」

６
日
（
日
）
２
時
（
ミ
ッ
シ
ェ
ル
）

３
時
半
（
プ
ッ
シ
ュ
マ
ン
）

大
人
７
０
０
円
こ
ど
も
５
０
０
円

★
市
民
映
画
劇
場
「
愛
の
メ
モ
リ
ー
」

Ⅳ
日
（
木
）
出
日
（
金
）
６
時
半

四
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
４
９
９
円

☆
第
卵
回
記
念
ル
ナ
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞

会
／
羽
田
澄
子
監
督
「
早
池
峰
の
賎
」

妬
日
（
土
）
①
１
時
半
②
６
時
ル

ナ
ホ
ー
ル
ー
５
０
０
円

唾
｜
雲
．

★
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

ベ
ル
ギ
ー
象
徴
派
展
３
／
創
ま
で

☆
大
丸
美
術
画
廊

山
口
吉
剛
新
作
展
３
／
３
１
３
／
９

市
野
丹
窓
・
茂
良
・
坐
治
父
子
陶
芸
展

３
／
ｍ
ｌ
３
／
妬

★
劇
団
四
季
公
演
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」

配
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
４
０
０
０
円
Ａ
・
３
０
０
０
円

Ｂ
・
２
０
０
０
割

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巨
匠
版
画
展

３
／
”
１
３
／
蝿

京
搭
大
扉
風
展
３
／
型
１
３
／
錘

☆
そ
ご
う
美
術
画
廊

３
／
４
１
３
／
９

大
和
修
治
・
松
尾
洋
明
油
彩
二
人
雁

３
／
ｕ
ｌ
３
／
略

四
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ガ
ラ
ス
エ
芸
展

３
／
犯
１
３
／
配

枇
山
錐
雄
辿
作
展
３
／
弱
ｌ
３
ｚ
釦

☆
三
越
美
術
館

日
本
画
小
品
百
選
展
３
／
１
１
３
／
咽

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
画
城
現
代
俊
英
選
抜
展

３
／
晦
１
３
／
”

中
根
寛
・
平
野
遼
・
中
畑
卿
人
・
児
玉

幸
雄
・
山
本
頁
五
人
展３

／
５
１
３
／
”

★
西
宮
大
谷
記
念
美
術
館

第
８
回
絵
本
原
画
展
３
／
四
１
４
／
Ⅳ

★
た
じ
ま
画
廊

竹
中
郁
遺
作
展
３
／
３
１
３
／
８

☆
香
雪
美
術
館

三
輪
休
和
萩
焼
展
３
／
野
ま
で

☆
住
吉
倶
楽
部

高
島
朝
生
の
暮
ら
し
に
よ
み
が
え
る

陶
器
展
３
／
釦
１
３
／
”

★
が
れ
り
や
馬
亜
乃

舟
木
邦
治
個
展
３
／
妬
１
３
／
調

☆
あ
じ
さ
い
画
廊
が
移
娠
し
ま
し
た
。

新
住
所
／
中
央
区
三
宮
町
１
の
８
さ

ん
プ
ラ
ザ
３
Ｆ
宮
３
３
１
１
１
６
３
９

浩
之
ら
豪
華
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

主
題
歌
「
ア
ゲ
イ
ン
」
は
ち
あ

き
な
お
み
が
歌
っ
て
い
る
。

３
月
伯
日
（
土
）
神
戸
国
際
日
活
で
公
開

同
時
上
映
「
掩
つ
ち
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」

☆
こ
の
映
画
に
愛
読
者
、
名
様
を
ご
招
待

し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
し
て
神
戸
っ

子
編
集
室
「
時
代
屋
の
女
房
」
係
ま
で

１
１３９
１

眉
Ｆ
躍
課
』
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こんどはわかったぞ、
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び
と
の
運
命
と
人
生
と
死
と
愛
を
描
い
て
ゆ
く
。
い
や
、
そ
れ
よ

り
も
ひ
と
り
ぴ
と
り
の
（
人
間
自
身
）
を
描
い
て
ゆ
く
こ
れ
は
集

団
ド
ラ
マ
・
ス
タ
イ
ル
。

×

こ
れ
は
小
説
の
映
画
化
で
は
な
く
こ
の
映
画
の
兄
弟
監
督
と
も

う
ひ
と
り
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
、
こ
の
三
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
ゆ
え

い
か
に
も
（
目
に
訴
え
る
）
映
画
と
し
て
の
脚
本
と
な
っ
て
い
る

そ
れ
は
一
九
四
四
年
第
二
次
大
戦
が
最
後
の
あ
が
き
に
狂
っ
て
い

た
こ
ろ
だ
っ
た
。
す
で
に
ロ
ー
マ
は
連
合
軍
上
陸
で
解
放
さ
れ
て

い
た
の
に
、
こ
の
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
の
村
は
ま
だ
ド
イ
ツ
軍
と
フ

ァ
シ
ス
ト
の
乱
闘
の
中
に
あ
っ
て
ド
イ
ツ
軍
の
爆
破
に
村
ぴ
と
は

お
び
え
、
つ
い
に
集
団
脱
出
を
は
か
り
ア
メ
リ
カ
の
連
合
軍
の
行

方
を
さ
が
し
求
め
て
食
う
や
食
わ
ず
の
逃
避
行
。
映
画
は
そ
の
村

こ
わ
い
話
、
き
び
し
い
話
を
、
童
画
の
お
さ
な
さ
と
や
さ
し
さ

で
描
く
、
不
思
議
な
イ
タ
リ
ア
の
兄
弟
監
督
パ
オ
ロ
と
ヴ
ィ
ッ
ト

リ
オ
・
タ
ヴ
ィ
ア
ー
ニ
の
作
品
は
こ
の
ま
え
の
「
父
（
パ
ー
ド

レ
、
パ
ド
ロ
ー
ネ
）
」
（
一
九
七
七
）
で
そ
の
タ
ッ
チ
が
お
わ
か
り

に
な
っ
た
と
思
う
。
兄
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
は
五
十
三
歳
、
弟
パ
オ
ロ

は
五
十
一
歳
。

「
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ッ
ォ
の
夜
」
（
一
九
八
二
）
は
こ
の
兄
弟
監

少
女
チ
ェ
チ
リ
ア
、
そ
の
母
イ
ヴ
ァ
ー
ナ
、
．

場
者
の
す
べ
て
が
（
顔
）
で
わ
か
っ
て
く
る
。

●
ふ
ら
っ
し
ゅ
●
ば
つ
く

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

ま
た
も
タ
ヴ
イ
ア
ー
ー
ー
兄
弟
監
督
の
映
画
詩

「
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
オ
の
夜
」

ア

そ
の
土
着
の
香
り
が
せ
ま
る
の
で
あ
る
。

×

一
日
も
早
く
助
か
り
た
い
と
連
合
軍
を
求
め
て
さ
ま
よ
う
村
び

と
。
と
こ
ろ
が
同
じ
村
び
と
で
ド
イ
ツ
軍
に
加
っ
て
い
る
者
、
あ

る
い
は
パ
ル
チ
ザ
ン
と
し
て
活
躍
の
者
も
い
る
。
そ
し
て
ム
ッ
ソ

リ
ー
ニ
の
名
を
呼
び
つ
つ
連
合
軍
に
銃
を
向
け
る
フ
ァ
シ
ス
ト
。

督
の
未
輸
入
作
品
を
加
え
て
五
本
目
の
新

年
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
審
査
員
特
別

大
賞
を
受
け
て
い
る
。

一
時
間
四
十
七
分
の
カ
ラ
ー
映
画
。

初
め
に
小
さ
な
窓
の
外
の
夜
空
を
な
な

め
に
流
れ
落
ち
る
星
を
見
せ
て
女
の
子

が
そ
の
星
に
願
い
を
か
け
て
い
る
声
を
問

せ
る
。
イ
タ
リ
ア
中
部
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方

サ
ン

は
八
月
十
日
の
聖
ロ
レ
ン
ッ
ォ
の
日
の
夜

流
れ
星
に
願
い
を
か
け
る
と
叶
う
と
い
う

い
伝
え
が
あ
る
。

×

チ
ェ
チ
リ
ア
は
そ
の
こ
ろ
六
歳
だ
っ
た

ラ
ー
ド
、
妻
ベ
リ
ン
デ
ィ
ァ
、
母
ス
カ
ル
デ
ィ

じ
っ
さ
い
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ノ
、
コ
ン
チ
ェ
ッ
タ
、

な
ら
べ
た
（
小
説
）
の
中
の
（
活
字
）
だ
け
で

は
な
か
な
か
誰
が
誰
だ
か
が
混
乱
す
る
で
あ

ろ
う
が
、
映
画
は
（
あ
の
男
）
（
こ
の
女
）

（
こ
の
母
）
（
こ
の
老
人
）
（
こ
の
富
め
る
家

族
）
（
こ
の
貧
し
い
二
人
）
と
い
う
ふ
う
に

目
で
馴
染
ま
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
、
や
っ

ぱ
り
映
画
の
強
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
こ
の
兄

の
地
方
色
に
す
ぐ
れ
た
芸
術
感
覚
を
示
す
。

ツ
リ
、
ニ
コ
ラ
、
ロ
ザ
ン
ナ
…
…
と
そ
の
名
を

１
１４２
１
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急

こ
れ
ら
が
同
じ
幼
な
馴
染
み
の
村
び
と
同
士
と
い
う
悲
惨
。

結
婚
式
の
日
す
で
に
出
産
ま
じ
か
な
新
婦
は
戦
火
の
中
で
母
親

に
守
ら
れ
な
が
ら
爆
死
す
る
。
あ
る
い
は
フ
ァ
シ
ス
ト
の
父
と
息

子
の
そ
の
息
子
が
逃
避
中
の
村
び
と
を
狙
い
射
ち
せ
ん
と
し
て
逆

に
殺
さ
れ
、
父
親
も
ま
た
村
び
と
の
銃
に
射
殺
さ
れ
ん
と
し
た

瞬
間
、
わ
が
手
の
銃
で
息
子
の
死
体
を
目
前
に
自
決
す
る
…
…
と、

い
っ
た
（
戦
争
）
の
地
獄
図
を
｝
」
の
映
画
は
お
ど
ろ
お
ど
ろ
と
ざ

、
、
、
、

ん
ぎ
や
く
に
は
描
か
な
か
っ
た
。
声
」
の
悲
劇
の
中
を
六
歳
の
少
女

チ
ェ
チ
リ
ア
の
お
ど
け
た
無
邪
気
さ
が
ず
い
し
ょ
に
加
え
ら
れ
、

.M『

悶
孔

，ヤウ

増

凶
卦

１
１４３
１

頚錦,漣▲､ Ｈ

綴

．
、
蕊
》
識
蕊
議
識

・
儒
蜂
識
噸
噸
擦

１
．
．
．
騨
霧
撰
霞
．
里

（
大
人
の
悲
惨
）
の
中
の
六
歳
の
少
女
の
こ
れ
ぞ
ス
リ
ル
遊
び
と

楽
し
む
が
ご
と
き
オ
モ
シ
ロ
さ
を
ず
い
し
ょ
に
そ
う
入
し
た
。

×

ま
る
で
映
画
が
文
学
に
迫
り
、
し
か
も
文
学
が
は
た
し
得
ぬ
描

写
を
映
画
ゆ
え
に
示
し
得
る
こ
の
「
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ッ
ォ
の
夜
」

の
タ
ヴ
ィ
ア
ー
ー
ー
兄
弟
監
督
の
イ
タ
リ
ア
映
画
タ
ッ
チ
は
す
ぐ
れ

た
映
画
の
底
力
を
見
せ
た
。

人
間
が
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
人
間
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
映

画
で
も
六
十
歳
を
す
ぎ
た
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ノ
が
こ
れ
も
そ
の
年
ご
ろ

の
女
コ
ン
チ
ェ
ッ
タ
と
が
、
め
ぐ
り
め
ぐ
っ
て
そ
の
逃
避
中
に
あ

る
農
家
の
二
階
に
同
室
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
助
け
、
か
く
ま
っ

た
、
こ
の
家
の
娘
は
二
人
を
夫
婦
と
思
い
一
つ
の
寝
台
に
二
人
を

や
す
ま
せ
た
。

こ
こ
が
ま
た
、
こ
の
映
画
の
美
し
い
シ
ー
ン
と
も
な
っ
た
。
貧

し
い
育
ち
の
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ノ
は
今
か
ら
四
十
年
前
、
き
れ
い
な
、

美
し
い
コ
ン
チ
ェ
ッ
タ
を
愛
し
恋
し
て
い
た
。
そ
れ
が
い
ま
老
い

て
頭
髪
も
す
っ
か
り
う
す
く
な
っ
た
こ
の
男
が
、
そ
の
コ
ン
チ
ェ

ッ
タ
と
同
じ
部
屋
で
一
夜
を
。

ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ノ
は
、
や
っ
ぱ
り
椅
子
の
上
で
横
に
な
ろ
う
と
し

た
。
し
か
し
コ
ン
チ
ェ
ッ
タ
も
若
い
こ
ろ
の
男
ら
し
い
ガ
ル
ヴ
ァ

ー
ノ
を
よ
く
覚
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
人
は
（
神
さ
ま
が
め
ぐ

ん
で
く
だ
さ
っ
た
今
宵
だ
け
の
夫
婦
）
と
な
っ
た
。
あ
く
る
朝
は

太
陽
が
照
っ
て
い
る
の
に
夕
立
の
よ
う
に
雨
が
降
っ
て
い
た
。
戦

争
は
こ
の
朝
、
終
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
村
ぴ
と
た
ち
は
疲
れ
き
っ

た
姿
の
ま
ま
わ
が
村
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。
し
か
し
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ノ
は

ひ
と
り
残
っ
た
。
明
日
、
帰
ろ
う
。
今
日
は
昨
夜
の
思
い
を
抱
き

し
め
て
こ
こ
に
い
た
い
。

こ
の
ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ノ
を
演
じ
る
オ
メ
ロ
・
ア
ン
ト
ヌ
ッ
テ
ィ
が

巧
い
。
彼
は
「
父
（
バ
ー
ド
レ
、
バ
ド
ロ
ー
ネ
）
」
「
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
大
王
」
の
主
演
者
で
も
あ
る
。
ワ
グ
ナ
ー
の
（
タ
ン
ホ
イ
ザ

ー
）
や
ア
メ
リ
カ
の
（
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
賛
歌
）
の
音
楽
に
加
え
ヴ

ェ
ル
デ
ィ
の
（
レ
ク
ィ
エ
ム
）
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
美
し
く
悲
し
い

詩
情
を
あ
ふ
ら
せ
る
。

灘 新
郎
コ
ラ
ー
ド
と
新
婦
ベ
リ
ン
デ
ィ
ア
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オープンされた｡ 中島さんは｢ 最近では
オーダーメイドの良さを知る人が少な
くなりました｡ でも自分の好みを1 0 0 ％
発揮できる良さは見逃せません。お客
様とディスカッションしながら、芸術
作品を創っていきたい｣ と語っている。
③新入会員紹介

蕊議熱Ｉ写真は共にＫ､ Ｆ、Ｓ､ の皆さん

恒例のＫ, Ｆ, Ｓ､ 新年会が１月１４日、
兵庫福原の赤垣別館で開かれ、会長をは
じめ約2 5 名のメンバーが参加したｏ当日
はＫＦ. Ｓ､ が“第１２回ブルーメール賞
ファッション部門”を受賞したとの朗報

… ’コウベファッションソサエティ■

蕊;票雪蝋麗墓Ｋ・函.Ｓ・n e w s 8１ 事務局／神戸r 中央区束町1 1 3 - 1
月刊神戸っ子内ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 2 2 4 6

にファッション大学を設立するというこ
と。神戸らしいセンスの感じられるＫ・
F . Ｓ, の活動に期待したい。

●ＴＯＰＩＣ
会員の中島正義さんが、
１月下旬でエミヤを退職、
２月2 6 日に元町三番街のニ
ッケショールームの一角に
紳士服オーダーコーナーを

鱗

も予定されている。柿本会長は「創刊２
号を迎えた“スウィング”が全国にアピ
ールできる雑誌になることを願って総力
で編集、出版にとりかかりたい。また販
売にも力を入れたい」と抱負を語った。
今後のＫＦ. Ｓの大きな目標は、神戸

●ブルーメール賞ファッション部門受賞の朗報に乾杯／

暑里大きくｽｳｨﾝグする年に
中島正義さん

リーサロン等の活動報告や、福
祉ファッションのこの一年間の
歩み、神戸ファッションの周辺
一昨年5 0 周年を迎えた田中千代
学園の紹介の他に、「K ・ＲＳ・フ
ァッション大学の設立をめざし
て」というタイトルでの座談会
れている。柿本会長は「創刊２
た“スウィング”が全国にアピ

灘燕駕霧
企業の健康づくり、組織の活性化、その中での

（受諦料￥1 0 0 0 、会員雌料）
●３月の理事会
日時／３月４日（金）７時
場所／諏訪山金星台トウール・ドール
●４月のマンスリーサロン
日時／４月1 2 日（金）６時半
場所／動労会館
荊師／立地長三, ( アトリエナクト）
8 3 年最初の公開講座。' 8 3 年秋冬欧米のフアツ

（受講料￥2 0 0 0 、会員無料）

イブｖゾl ' ．』仁r l i 生下ヤノヨｖノ少世哨勿ヨ･ ･ ･ 平；…韓…. 伊蕪露騨謹蕊露悪轄識

産業の掘り起こしをしようという新しし、
試みの第１回目として「神戸のケミカル
シューズ特集」を企画。ＫＦ. Ｓ・マンス

ファッション部門”を
ｶ ﾖ 届き、一同大喜び。
機関誌“スウィン
グ”第２号が３月下旬
に発行を控えているた
め、柿本会長が編集の
進行状況を報告。第２
号の内容は神戸の地場
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アラン・シャペル氏

☆
安
く
て
お
い
し
い
フ
ラ
ン
ス

の
ワ
イ
ン
と
家
庭
料
理
を
／
、

中
山
手
通
の
ク
ラ
ン
山
手
Ｂ

Ｆ
に
あ
る
、
ち
ょ
っ
と
粋
な
フ

ラ
ン
ス
料
理
店
「
ブ
ラ
ス
リ
ー
。

シ
ェ
・
レ
・
コ
パ
ン
」
。
店
名
が

仏
語
な
の
は
店
長
の
藤
井
智
文

さ
ん
が
フ
ラ
ン
ス
で
修
業
し
た

た
め
。
「
ブ
ラ
ス
リ
ー
」
と
は
パ

ブ
の
意
、
「
コ
パ
ン
」
と
は
仲
間

の
意
。
つ
ま
り
仲
間
た
ち
の
集

ま
る
パ
ブ
の
こ
と
。
だ
か
ら
安

く
て
家
庭
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
気
軽
に
楽
し
め
る
。

ま
た
店
長
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
事

情
に
も
詳
し
く
、
旅
行
情
報
も

気
さ
く
に
教
え
て
く
れ
る
。
別

名
ま
で
な
ら
パ
ー
テ
ィ
も
歓
迎

口
雄
よ
内
の
ビ
ー
ル
煮
込
み
／
４
０
０
円
、

コ
パ
ン
風
サ
ラ
ダ
６
０
０
円
、
ラ
ン
チ
６

０
０
円
、
中
央
区
巾
山
手
通
１
ノ
理
ノ
４

皿
・
釦
Ａ
Ｍ
ｌ
ｕ
Ｐ
Ｍ
（
２
Ｐ
Ｍ
Ｉ
５
．

鋤
Ｐ
Ｍ
継
巽
忠
）
月
曜
休
貧
麺
１
２
１
２
６

予
約
が
次
々
と
入
る
た
め
、
年

間
通
し
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
た

の
が
神
戸
精
養
軒
の
「
お
楽
し

み
特
選
小
皿
料
理
・
二
十
種
セ

ッ
ト
」
。

オ
ー
ド
ブ
ル
か
ら
始
ま
り
、

ス
ー
プ
、
肉
、
魚
、
サ
ラ
ダ
、

ケ
ー
キ
、
洋
風
寿
司
と
続
き
、
最

後
の
ロ
シ
ア
料
理
ボ
ル
シ
チ
風

ラ
ー
メ
ン
ま
で
、
二
十
種
の
料

理
が
小
皿
に
盛
ら
れ
て
い
る
。

一
の
膳
、
二
の
膳
と
分
か
れ
て

お
り
、
各
膳
に
十
種
の
小
皿
が

置
か
れ
て
運
ば
れ
て
く
る
。
見

び
っ

Ｉ
鐘
撫
癖
睡

嘩鍵鳴鶴霞蝿

綴；

肉
は
三
田
の
和
牛
と
決
め
て

お
り
、
そ
の
う
ま
さ
は
牛
刺

身
を
味
わ
え
ば
わ
か
ろ
う
と

い
う
も
の
。
ま
た
意
外
に
評

判
が
高
い
の
が
ラ
イ
ス
、
こ

ん
な
に
お
い
し
い
御
飯
は
初

め
て
、
の
声
が
必
ず
挙
が
る

ほ
ど
。
徹
底
さ
れ
た
ス
タ
ッ

フ
の
サ
ー
ビ
ス
も
好
感
が
も

て
る
。

牛
刺
身
一
、
八
○
○
円
、
焼
肉
サ
ー

ロ
イ
ン
ニ
、
七
○
○
円
、
焼
肉
へ
レ

ニ
、
九
○
○
円
正
午
ｌ
午
後
三
時

午
後
五
時
ｌ
午
後
十
時
水
曜
定
休

鎧ﾐ

『』
仲間たちのパブ「コパン」

☆
フ
ラ
ン
ス
料
理
界
の
巨
匠

シ
ャ
ペ
ル
氏
の
至
芸
の
味
を

現
代
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
第
一

人
者
、
ア
ラ
ン
・
シ
ャ
ペ
ル
氏

を
我
が
国
で
初
め
て
迎
え
た
フ

レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
ア
ラ
ン

。
シ
ャ
ペ
ル
〃
（
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
釦
Ｆ
）
で
は
、
同
氏
の
来

日
に
際
し
、
第
４
回
「
ア
ラ
ン

・
シ
ャ
ペ
ル
の
料
理
を
楽
し
む

会
」
が
３
月
蝿
’
昭
日
開
催
さ

れ
る
。
シ
ャ
ペ
ル
氏
自
ら
が
季

節
に
合
わ
せ
て
選
ん
だ
特
別
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
る
食
事
会
で
、
正

真
正
銘
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
賞

味
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

□
「
ア
ラ
ン
シ
ャ
ペ
ル
の
料
理
を
楽
し
む

会
」
／
昼
食
（
ｕ
・
釦
Ａ
Ｍ
１
２
・
叩
Ｐ

Ｍ
）
１
０
０
０
０
円
、
夕
食
（
５
．
ｍ
Ｐ

帥
岬
部
か
麺
酢
皿
卜
皿
妬
、
、
剛
細
〉
準

４
３
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ラ
ン
・

シ
ヤ
ペ
ル
」

☆
お
楽
し
み
特
選
小
皿
料
理
が

大
ヒ
ッ
ト
の
神
戸
精
養
軒

年
末
年
始
だ
け
の
つ
も
り
が

亀

雫唖

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

焼
肉
料
理

キ
ム
ズ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

中
央
区
中
山
手
通
ニ
ノ
三
ノ
ー
九

ロ
ー
タ
リ
ー
マ
ン
シ
園
ン
市
間
手

１
Ｆ
宮
３
３
２
１
２
９
０
０

生
田
警
察
署
西
側
に
開
店

し
て
２
カ
月
。
森
義
雄
氏
に

よ
る
設
計
は
従
来
の
焼
肉
店

の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
モ

ダ
ン
な
感
覚
に
溢
れ
て
い
る

最
高
の
焼
肉
の
味
を
引
き

出
す
た
め
、
備
長
の
炭
火
を

使
用
、
加
え
て
焼
肉
に
は
ワ

イ
ン
が
似
合
う
と
推
薦
。

１
１４５
１

鍵鶴騨Ｉ

鮪, ｆ 雨Ａ

：串

ずらりと並んだ2 0 種の小皿

た
目
も
美
し
く
、
一
度
に
二
十

種
の
味
が
楽
し
め
る
の
で
、
あ

れ
も
こ
れ
も
食
べ
た
い
向
き
に

は
ピ
ッ
タ
リ
。
八
割
ま
で
が
女

性
と
か
で
、
や
っ
ぱ
り
と
う
な

づ
く
次
第
。
予
約
が
必
要
で
値

段
は
四
千
五
百
円
。

場
所
は
神
戸
高
校
す
ぐ
南
。
神
戸
市
灘
区

上
野
通
７
丁
目
４
番
皿
号

貢
８
７
１
‐
４
４
８
８

最高の焼肉の味
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船
。
豪
華
雲
看

船
の
ラ
ッ
シ

害
１
の
な
か
で

韮
も
、
同
船
は

九
日
本
初
入
港

“
と
い
う
だ
け

万
あ
っ
て
、
早

や
く
か
ら
マ
ー
ー

ノ

ア
た
ち
の
胸

を
騒
が
せ
て

☆
ふ
る
さ
と
文
化
賞

第
１
回
受
賞
者
決
ま
る

兵
庫
県
文
化
協
会
は
、
記
年

よ
り
「
ふ
る
さ
と
文
化
賞
」
を

創
設
し
た
。
地
域
社
会
の
伝
統

を
継
承
し
草
の
根
の
文
化
を
育

成
、
活
動
を
続
け
て
き
た
人
々

の
功
績
を
た
た
え
る
主
旨
。

》
園
癖
滞
鈴
》
》
恥
》
》
》
》

癌
煙
》
》
》
》
伸
一
蹄
》
》
痔

》
轟
評
》
》
》
》
揺
峰
帝
》
州

椿
装
ん
（
帥
才
・
氷
上
郡
）

高
室
歌
舞
伎
の
伝
承
者
中
野
梅

雄
さ
ん
（
拠
才
・
加
西
市
）
、

有
馬
筆
づ
く
り
の
南
前
菊
雄
さ

ん
（
船
才
・
神
戸
市
）
。
受
賞
者

に
は
表
彰
状
と
副
賞
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
が
贈
ら
れ
た
。

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

ル
夏
祭
り
な
ど
で
人
気
が
高

い
。
今
年
の
神
戸
ま
つ
り
パ
レ

ー
ド
に
向
け
て
の
無
料
レ
ッ
ス

ン
日
も
決
定
、
ま
た
チ
ー
ム
の

会
員
も
募
集
中
。
あ
な
た
も
サ

ン
バ
を
踊
り
ま
せ
ん
か
。

②
神
戸
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
リ
ハ
ー
サ
ル
４

月
刀
日
（
水
）
午
後
５
時
犯
分
ｌ
午
後
狛
時

５
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時
釦
分
ｌ
午
後
仰

時
ダ
ン
ス
の
部
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
部

⑨
会
員
稽
古
日
創
Ｃ
（
サ
ン
パ
ル
）
毎
週
火

咽
日
、
午
後
５
時
か
ら
８
時
迄
入
会
金

４
千
円
／
月
謝
３
０
０
０
円
ダ
ン
ス
の

部
／
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
お
申
込
／

月
刊
神
戸
っ
子
宮
０
７
８
３
）
２
２
４
６

☆
帽
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

咲
き
誇
る
花
の
公
園

兵
庫
県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

（
加
西
市
）
で
は
、
３
月
か
ら

５
月
ま
で
「
協
春
を
よ
ぶ
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ー
」
を
開
催
す
る
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
妬
万
平
方

面

い
る
。
５
月
即
日
の
正
午
に
は

横
浜
へ
向
け
て
出
港
の
予
定
。

☆
冊
神
戸
ま
つ
り
は
〃
月
刊
神

戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー
ム
〃
と

一
緒
に
サ
ン
バ
を
踊
ろ
う

今
年
の
神
戸
ま
つ
り
は
、
五

月
十
三
日
（
金
）
十
四
日
（
土
）
十

五
日
（
日
）
、
ま
た
ブ
ル
ー
の
空

☆
日
本
初
入
港
「
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
神
戸
へ

イ
ギ
リ
ス
の
豪
華
‐
客
船
「
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」

（
２
０
，
０
０
０
ト
ン
）
が
、
５

月
四
日
（
木
）
午
前
７
時
、
神

戸
へ
寄
港
、
美
し
い
純
白
の
姿

を
見
せ
て
く
れ
る
。
プ
リ
ン
セ

ス
ク
ル
ー
ズ
の
中
で
、
シ
ー
プ

リ
ン
セ
ス
号
に
次
ぐ
規
模
の
客

■巳
唖
醐
ｆ

- ＝ q 壷舞一

》》
》

サンバチーム募集中

R騒圏
Ｉ
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誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

の
下
で
、
は
な
や
か
に
く
り
展

げ
ら
れ
る
。
十
五
日
（
日
）
の
パ

レ
ー
ド
は
花
は
サ
ン
バ
・
本
誌

〃
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー

ム
〃
ブ
ラ
ジ
ル
の
カ
ル
ド
ー
ナ

領
事
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
以

来
十
五
年
、
今
や
神
戸
名
物
と

な
っ
た
。
昨
年
は
京
都
、
米
子
、

小
浜
な
ど
へ
も
招
待
を
受
け
た

し
地
元
で
も
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

啓
発
映
画

無
料
貸
出
し
好
評

本
通
勤
制
作
の
八
ミ
リ
啓
発
映
画
の

「
小
さ
な
輪
・
大
き
な
輪
」
は
、
昨
年

三
月
完
成
以
来
、
全
国
容
通
で
上
映
さ

れ
、
上
映
回
数
は
、
も
う
百
十
回
を
こ

え
ま
し
た
。

上
映
さ
れ
た
地
域
も
、
南
は
沖
純
か

ら
、
北
は
栃
木
県
と
い
う
広
範
囲
に
わ

た
り
、
観
賞
人
員
も
九
千
人
を
突
破

し
、
一
万
人
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
上
映
さ
れ
た
会
は
、
小
学

校
の
道
徳
の
授
業
で
、
中
学
校
生
徒
会

で
全
校
生
に
、
燕
展
の
福
祉
教
育
の
授

業
や
＋
傘
・
保
専
な
ど
の
睦
墜
画
児
教
育

講
座
で
、
ま
た
、
高
校
・
大
学
の
文
化

祭
や
大
学
祭
な
ど
で
す
。
ま
た
、
福
祉

関
係
や
障
害
児
教
育
の
諦
座
や
研
修

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
婦
人
会
、
家
庭
教
杏
単

級
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
障
害

児
の
親
の
会
と
い
う
よ
う
に
、
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

貸
出
用
フ
ィ
ル
ム
も
、
現
在
で
は
四

本
用
意
し
て
い
ま
す
。

一
人
の
ち
え
お
く
れ
の
子
ど
も
を
中

心
に
し
て
、
ち
え
お
く
れ
の
子
ど
も
の

乳
幼
児
期
か
ら
成
人
に
い
た
る
ま
で

の
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
多
面
的
に
取

り
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
般
の

人
々
の
ち
え
お
く
れ
の
問
題
へ
の
正
し

い
理
解
を
と
願
っ
て
い
ま
す
。

無
料
貸
出
し
で
す
。
手
驚
峰
八
ミ
リ

映
画
で
す
か
ら
、
家
庭
の
茶
の
間
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
き
な
ホ
Ｉ
ル
で
も

上
映
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
企
画
・
参
加
さ
れ
る
会

で
、
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

映
画
の
問
合
わ
せ
貸
出
し
は
、
左
記
へ

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
圃
藤
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

言
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六

蕊
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１
１４７
１

１ ８

鍵Ｉ
ホール風温室「フラワーホール』

イ
ギ
ュ
ア
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ャ
ン
ポ
オ
ロ
・

近
年
人
気
上
昇
中
な
の
が
シ
ョ
バ
ベ
ッ
ト
；
氏
が
受
賞
。

．
，
ト
ト
ラ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ロ
１
９
８
３
国
際
ジ
ュ
ゥ
リ
ー
ァ
ー
卜
鵬

Ｉ
ト
。
来
る
４
月
Ⅳ
日
肥
日
の
認
咽
仙
銅
却
郵
湘
岬
群
噸
墜
ノ
ピ
ォ
ギ
ャ

両
日
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
ダ
イ
エ
ー
★
〃
幻
の
名
陶
″
三
田
青
磁

カ
ッ
プ
が
函
弼
煙
世
界
の
一
流
広
岡
峡
山
さ
ん
が
初
の
個
展

選
手
が
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
。
見
江
戸
晴
代
に
始
ま
り
、
約
加

ど
こ
ろ
は
競
い
合
う
と
こ
ろ
に
年
後
の
大
正
ｎ
年
に
最
後
の
窯

メ
ー
ト
ル
〈
甲
子
園
球
場
の
約
う
ま
れ
る
ハ
プ
ー
ラ
グ
や
ス
リ
も
消
え
て
「
幻
の
名
陶
」
と
呼

哩
倍
）
の
大
自
然
の
中
に
つ
く
ル
で
、
日
本
選
手
の
実
力
も
上
ば
れ
る
一
雫
圃
青
磁
の
再
興
に
取

れ
た
全
国
で
も
珍
ら
し
い
花
の
位
だ
け
に
楽
し
み
だ
。
り
く
ん
で
い
る
広
岡
峡
山
さ
ん

国際ジュウリーアート大賞

鑓
広岡峡山さんと「青磁」

ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
る
の
例

え
が
あ
る
が
、
暇
つ
ぶ
し
の
つ
も
り
が

暇
を
つ
ぶ
し
過
ぎ
、
気
が
つ
い
た
と
き

は
仕
郡
も
家
庭
も
顧
み
ず
、
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
地
歎
に
陥
っ
て
も
誓
評
子
は
預
か

り
知
ら
ぬ
。
と
い
っ
て
も
、
ゲ
ー
ム
と

ば
く
機
の
橡
に
全
財
産
つ
ぶ
す
こ
と
は

な
い
の
で
御
安
心
。
（
平
凡
社
５
８
０

円
）「

ザ
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
一
神
戸
日
卜
．
‐
》
ま
で
。

ひ
ょ
う
ご
の
「
野
の
書
」

村
上
翻
裂
署

く
読
め
る
。

（
神
戸
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
刊

２
３
０
０
円
）
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アートガレーヂのオープニング
若者文化の拠点となるか

豊
か
な
老
後
癖
奔
柚
趣
締
極
地
評
畑
圭
鎧
銅
噌
氷
睦
錯

を
過
ご
す
た
１
４
１
０
１
９
５
０
’

れ
あ
い
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
投
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
で
知
ら
れ

資
あ
れ
こ
れ
な
ど
有
益
な
話
題
る
西
宮
公
同
教
会
の
援
助
で
ガ

と
な
る
。
レ
ー
ヂ
を
改
装
、
一
月
末
に
ギ

ハ
連
絡
先
Ｖ
南
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
／
ヤ
ラ
リ
ー
「
ア
ー
ト
ガ
レ
ー
ヂ
」

河
２
３
２
１
１
３
０
１

★
神
戸
で
初
の
劇
画
塾
誕
生
と
い
っ
て
も
美
術
、
舞
踊
、
演
ア
ー
ト
ガ
レ
ー
ヂ
夏
原
秀
幸

文
化
を
売
る
時
代

花時計
〔≦1国

い
る
わ
け
で
あ
る
。
勿
論
、
て
る
か
ど
う
か
が
決
ま
る
わ

邸永漢氏
めをめ
の
秘
訣
、
☆
「
遊
び
の
空
間
」
再
発
見
／

都
会
と
の
ふ
ア
ー
ト
ガ
レ
ー
ヂ
オ
ー
プ
ン

灘
蕊
溌
蕊
》

阿
２
３
２
‐
１
３
０
Ⅲ
が
オ
ー
プ
ン
。
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
噌
偶
淵
棚
１
群
需
喝

Ｊ
需
癖
溌
識
蝉
Ⅱ

１
１４８
１

六
○
ｍ
ｍ
勺
○
の
「

★
小
破
良
平
詞
伯
の
個
腿
が
３
月
Ⅳ
１

羽
日
は
東
京
高
島
屋
で
、
４
月
９
日
県

立
近
代
美
術
館
で
５
月
８
，
ま
で
捌
他

★
３
月
３
日
午
後
６
時
か
ら
生
脚
神
社

会
館
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
世
界
の
子
供
に
愛

を
．
一
“
亥
年
華
麗
な
雛
祭
り
〃
七
段
飾

り
有
識
人
間
雛
艶
姿
今
昔
神
戸
絵
巻
／

殿
／
姫
／
五
官
女
／
七
人
碓
子
／
大
臣

／
兵
士
／
大
名
他
Ｉ
出
菰
奉
仕
／
政
財

各
則
文
化
関
係
美
女
美
蝿
総
出
波
／
時

代
零
証
Ⅱ
有
識
故
災
研
究
所
・
京
都
荒

木
伊
助
他
会
践
／
一
万
五
千
円
／
火
行

委
員
会
Ⅱ
福
田
碇
文
／
小
池
義
人
／
望

月
美
佐
お
申
込
涜
訓
７
０
８
４

☆
神
戸
大
学
教
淀
部
の
小
島
輝
正
氏
は

３
月
末
で
退
官
。
松
蔭
女
子
大
学
文
学

部
の
教
授
と
し
て
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

☆
ド
イ
ツ
・
デ
ー
一
ワ
セ
ル
ド
ル
フ
に
滞

在
中
の
造
形
作
家
植
松
杢
二
さ
ん
が
、

２
月
に
州
神
。
２
月
末
に
母
校
の
神
大

教
義
部
で
築
叩
識
漉
を
行
い
ま
す
。

★
マ
ン
ガ
崇
の
岡
田
淳
さ
ん
が
、
月
刊

一
絵
本
と
お
は
な
し
」
（
借
成
社
）
４
月
簿

に
廻
頁
で
絵
と
文
の
抱
波
絶
倒
の
「
ス

ク
．
．
．
－
が
褐
戦
さ
れ
ま
す
。
乞
ご
期
待
〆
．

☆
株
式
会
社
現
代
企
画
（
松
井
彰
代
我

取
締
役
）
が
移
転
。
〒
”
東
京
都
港
区

北
青
山
３
１
，
１
９
川
島
ピ
ル
４
１

茸
蝿
（
噸
）
２
５
７
５
茸
０
３
（
噸
）
７

５
６
０
戒
通
。

★
３
月
霊
号
の
〃
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
“

田
辺
聖
子
特
集
が
麺
頁
掲
載
さ
れ
、

野
町
界
隈
と
お
聖
さ
ん
な
ど
楽
し
み

企
画
満
枇
。

な北で

★
直
永
蛍
作
家
の
村
松
友
視
さ
ん
が
、

東
京
の
自
宅
を
新
築
す
る
間
握
力
月
間

興
味
深
い
神
戸
住
い
を
と
、
一
一
月
二
日

か
ら
猫
と
》
緒
に
北
野
町
ク
ラ
タ
．
一
号

館
に
単
身
移
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
神
戸
新
報
社
（
大
江
斑
男
社
炎
）
の

新
緬
楽
長
に
、
元
神
戸
新
側
の
鹿
島
武

行
さ
ん
が
、
１
月
顕
日
か
ら
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

★
シ
ネ
マ
ガ
イ
ド
（
三
村
照
雄
〉
が
、

３
月
畑
日
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
西
鯨
Ｂ
１

〈
三
宮
町
２
．
ｉ
，
血
）
に
大
き
く
な
っ

て
移
祇
。
笛
（
麺
〉
４
７
３
５
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珍 味肉

伊勢エビ鮎山女スッポンカエル
回
珍
し
い
野
生
食
肉
専
門
店

当
店
は
全
国
で
も
珍
し
い
野
生

食
肉
の
専
門
店
で
す
。
今
ま
で

は
手
に
入
り
に
く
か
っ
た
珍
味

肉
を
、
こ
れ
か
ら
は
お
手
軽
に

お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

回
卸
・
小
売
と
も
に
Ｏ
Ｋ

当
店
は
卸
も
小
売
も
や
っ
て
お

り
ま
す
。
飲
食
店
経
営
者
の
方
、

食
通
の
方
、
と
も
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
】
猪
肉
（
並
）
キ
ロ
４
５
０
０

円
鹿
肉
（
ロ
ー
ス
）
キ
ロ
５
５
０
０
円

島
肉
（
上
・
刺
身
用
）
キ
ロ
４
５
０
０
円

牛
筆
丸
キ
ロ
ー
４
０
０
円
Ｅ
Ｔ
Ｃ
．

・
価
格
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

回
阪
急
春
日
野
道
駅
下
宙
工
宋
２

０
０
米
高
架
下
山
側

猪鹿馬牛峯丸兎維鴨北京
ダックホロホロ鳥ツグミ鶏雀

創業l ﾘ l論'六年

③柴田音吉洋服'１
神戸・元町４丁卿南ＴＥＬ〔078 ) 3 . 1 1．｛Ｎ
人阪・高腿摘２J･F：TEL略06）鋤1－２１

苫
1 噸
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の
新
作
展

１
２
月
６
日

ア
イ
ラ
ン
ド

易
促
進
セ
ン

家
具
の
新
作

開
催
さ
れ
た

田
良
介
商
店

他
６
社
と
神

と
の
共
催
で

テ
リ
ア
小
物

り
好
評
だ
っ

た
。
欧
風

屋
家
具
の
伝

葎
統
を
ふ
ま

卦
雛
睡
祁
嘩

メ
ン
ジ
さ
れ

た
神
戸
の

洋
家
具
は

そ
の
独
特

り
抜
き
の
材
料
ｌ
例
え
ば
、
幻

の
バ
タ
ー
と
言
わ
れ
る
カ
ル
ピ

ス
バ
タ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
産
ラ
ズ

ベ
リ
ー
、
高
級
生
ク
リ
ー
ム
、

ブ
ラ
ン
デ
ー
等
を
使
用
し
た
お

菓
子
の
芸
術
品
。
イ
ン
テ
リ
ア

も
パ
リ
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
の
風

景
そ
の
ま
ま
で
す
。

お祝いにかけつけた神戸財界人に囲まれて
設栄l こが- 1 - 人戸近どじ社イ内
え替会一数有財なくめ長エ功
たをし堂名志界神身、は１ダ

●
カ
ス
カ
ー
ド
パ
テ
ィ
セ

Ｐ
リ
店
が
改
装
オ
ー
プ
ン

◎
１
月
躯
日
、
さ
ん
プ
ラ

訓
ザ
Ｂ
１
Ｆ
の
。
ハ
テ
ィ
セ
リ

・
カ
ス
カ
ー
ド
が
改
装
オ

ー
プ
ン
。
ガ
ラ
ス
の
フ
ァ
サ
ー

ド
が
取
り
除
か
れ
て
す
っ
き
り

と
変
身
し
た
。
パ
テ
ィ
セ
リ
の

ケ
ー
キ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
選

平
と
誇
り
、

全
国
的
に

狩
狛
一
局
い
・

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

新しくなったパティセリ

プ
ン
す
る
。
「
ゆ
と
り
」
「
豪
華
」

「
豊
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
商
品
群
で
プ

レ
ス
テ
ー
ジ
高
い
夢
の
あ
る
シ

ョ
ッ
プ
展
開
が
楽
し
み
だ
。
ま

タ
ー
で
、
神
戸
洋

展
が
巧
年
ぶ
り
に

神
戸
百
店
会
の
永

メ
ー
プ
ル
不
二
屋

戸
家
具
青
年
部
会

展
示
の
他
に
イ
ン

の
安
売
り
等
も
あ

E ＶＥＮＴ

た
春
の
虻
弛
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

〃
フ
ル
ー
ッ
フ
ル
・
一
睡
″
と
い
う

テ
ー
マ
で
近
く
発
表
さ
れ
る
。

神
戸
展
示
会
今
３
月
聖
日
ｌ
お
日
．
、
時

１
７
時
半
・
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

２
Ｆ
大
宴
会
場
／
大
阪
展
示
会
今
３
月
詔

ｌ
釦
日
．
、
時
１
７
時
半
・
大
阪
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
２
Ｆ
桐
の
間

内
の
神
戸
貿

③
神
戸
洋
家
具
フ
ェ
ア

ま
で
ポ
ー
ト

妬
年
ぶ
り

１
月
泥
日

函
デ
ザ
イ
ン

誰
の
技
術
と

識…鵬蕊
１
５０
１

●
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
俳
上
島
会
長

勲
三
等
瑞
宝
章
受
章

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
瑚
誹
本
社
上
島
忠
雄
会
長

が
半
世
紀
に
恒
る
コ
ー
ヒ
ー
業
界
で
の
功

紙
に
対
し
、
昨
年
ｎ
月
３
日
、
勲
三
等
瑞

宝
章
を
受
章
さ
れ
た
。
ま
た
昨
年
は
「
神

戸
駐
在
エ
ル
・
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ル
共
和
国
名

誉
領
事
」
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
お
あ
で

た
続
き
。
そ
の
「
受
章
を
祝
う
会
」
が
１

月
源
臼
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
型
Ｃ
で
雌
さ
れ
た
。
中

ｐ
ロ
●
田
崎
真
珠
が

《
Ｕ
帝
国
ホ
テ
ル
に
出
店

《
Ｕ
ホ
テ
ル
、
オ
フ
ィ
ス
、

鉱
シ
ョ
ッ
プ
と
レ
ス
ト
ラ
ン

が
一
つ
の
街
と
し
て
機
能

す
る
、
日
本
初
の
大
規
模
で
ハ

イ
グ
レ
ー
ド
な
詣
産
ロ
ピ
ル
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
帝
国
ホ
テ

ル
・
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
タ
ワ
ー
に

田
崎
真
珠
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
プ
ラ

ザ
店
が
３
月
超
日
（
日
）
オ
ー

蕊寧蕊、

月
堂
。
全
国

で
販
売
さ
れ

て
い
る
。

（
写
真
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ

ナ
ブ
ル
な
コ

ウ
ベ
ゴ
ー
フ

ル
）

●
風
月
堂
ゴ
ー
フ
ル
麗
生
弱
周
年

凹
叩
に
コ
ウ
ベ
ゴ
ー
フ
ル
発
売

Ｅ
四
風
月
堂
の
．
コ
ー
フ
ル
が
昨
年
、

■
碗
昭
和
２
年
発
売
朋
始
以
来
、
弱
周

■
Ｌ
年
を
迎
え
た
。
そ
の
記
念
と
し
て

Ｆ
ｒ
哩
月
上
旬
に
新
製
品
〃
コ
ウ
ベ
ゴ

ー
フ
ル
〃
を
発
売
し
話
題
を
呼
ん

で
い
る
。
新
し
い
ゴ
ー
フ
ル
は
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
パ
ー
ー
ラ
、
コ
ー
ヒ
ー
の
３
種
類

で
、
梢
円
型
。
ま
た
、
下
村
光
治
神
戸
風

月
堂
代
表
取
締
役
社
長
は
、
歌
手
の
橋
幸

夫
さ
ん
と
友
人
同
士
で
、
橋
さ
ん
の
著
書

「
男
と
女
は
こ
う
な
る
」
の
中
か
ら
皆
で
楽

し
め
る
占
い
を
缶
の
裏
蓋
に
プ
リ
ン
ト
。

ゴ
ー
フ
ル
は
今
で
は
あ
ら
ゆ
る
店
で
作
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
神
戸
の
貝田崎真珠インペリアルプラザ店
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応
募
方
法
、
官
製
葉
普
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

希
望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東

町
畑
１
１
大
神
ピ
ル
７
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸

▼
百
店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
３
月

溺
日
消
印
ま
で
有
効
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か
ら

お
知
ら
せ
を
届
け
ま
す
‐
莱
笹
を
持
っ
て
お
店
ま
で

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い

Ｌ二

P ＲＥＳＥＮＴ
ｍＲＮＥＲ

１
１５
１

新
装
し
た
く
ニ
ヤ
エ
ル
ペ
店

●
ベ
ニ
ヤ
エ
ル
ベ
店
が

改
装
オ
ー
プ
ン

三
宮
セ
ン
タ
ー
街
山
側
の

ベ
ニ
ヤ
・
エ
ル
ベ
店
が
２
月

１
日
改
装
オ
ー
プ
ン
。
従
来

か
ら
展
開
し
て
い
る
イ
ヴ
・

サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
、
ア
ル
フ
ァ

・
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ク
、
セ
フ
イ

リ
ー
に
。
加
え
て
ヒ
ロ
コ
・
コ

シ
ノ
が
新
し
く
登
場
。
買
い

や
す
さ
、
見
や
す
さ
を
第
雫

に
考
え
ら
れ
た
、
シ
ャ
ー
プ

で
シ
ン
プ
ル
な
内
装
は
、
松

田
店
舗
設
計
に
よ
る
も
の
。

ま
た
５
月
１
日
に
は
東
京
・

自
由
ヶ
丘
駅
南
口
前
に
、
ア

ル
フ
ァ
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ク
、
レ

ノ
マ
、
デ
ィ
オ
ー
ル
ス
ポ
，
．

シ
を
中
心
と
す
る
ブ
テ
ィ
ッ

ク
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

ベ
ー
ー
ヤ
・
エ
ル
ペ
店
／
雲
富
セ
ン
タ

ー
街
１
丁
目
０
７
８
〔
”
）
２
８
２
９

ペ
ー
ー
ャ
自
由
ケ
丘
店
／
東
京
都
目
黒

区
自
由
ケ
丘
８
．
・
趣
０
３
（
７
２
４
）

８
８
８
８

倒輪f 蕊蕊寧

ＰＥＯＰＬＥ〈７＞

本物の日本料理に全力投球
と６や

山崎給也さんく栄; 開専務＞
甲南大学経営学部を卒業した翌日、東

京・築地の料亭Ｆ田村」へ修業に。１年
半後、神戸へＵターン。栄猟で仕事を始
めたのは、１４年前のr と。「形式だけで
中味の伴わない料理は出せません。伝統
を生かした本物の日本料理、いつ来られ
ても変わらない味を守るのがプロです」
おいしいものを少しでも安く、をモツト
－に、舌の肥えたお客様に応えています

ＴＯＰＩＣＳ
⑨
真
珠
の
ミ
キ
モ
ト
は
３

月
遍
１
ｍ
口
の
期
間
、
冬

店
頭
で
群
の
新
作
罰
レ
ク

シ
ョ
ン
を
歴
鮒
。
ご
期
待

Ｆ
さ
い
。

⑪
カ
ス
カ
ー
ド
柳
筋
店
が

３
月
４
口
に
新
装
オ
ー
プ
ン
。

⑯
ク
ロ
ス
を
は
じ
め
ト
ア
ロ
‘
‐
ド

山
・
央
商
店
街
で
は
３
／
四
Ｉ
理
ま

で
巻
の
謝
恩
セ
ー
ル
実
施
中
。
ビ

デ
オ
な
ど
豪
莱
な
最
品
も
当
た
る

②
Ｕ
Ｃ
Ｃ
で
は
只
今
ポ
ケ
ッ
ト
マ

ネ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
中
で
す

Ｕ
Ｃ
Ｃ
缶
コ
ー
ヒ
ー
・
缶
ド
リ
ン

ク
の
リ
ッ
プ
マ
ｉ
ク
、
Ａ
Ｂ
パ
ッ

ク
剛
ミ
リ
リ
ワ
ト
ル
の
切
り
口
の

Ｕ
Ｃ
Ｃ
マ
ー
ク
、
プ
ル
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
釦
の
赤
い
ラ
ベ
ル
を
切
り
取

っ
て
、
５
個
１
国
と
し
、
封
筒
の

裏
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
戦
業
を
お
香
き
込
み
の
上

鶏
店地下
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